
 

 

浜岡原子力発電所に関する決議 

 

 東日本大震災における東京電力福島第一原子力発電所事故は、国でいう

ところの「原子力発電は安全である（止める・冷やす・閉じ込める）」と

いう神話が根底から崩れ去り、我々に大きな衝撃を与えた。事故から半年

が経過しても、いまだに事故原因はもとより事故の全容も掴めず、事態の

収束については目処もつかない状況である。 

 福島第一原子力発電所の周辺地域では、多くの住民が避難を余儀なくさ

れ、自宅に戻ることもままならず、職や財産を失い、家族とも離散し、長

き年月をかけて築いてきた文化や歴史、住民コミュニティは、すべて崩壊

してしまった。 

 また、放射性物質による汚染も、内部被曝等により将来を担う子供たち

への健康被害の影響が非常に心配されているところであり、農畜産物の出

荷や企業活動などについても、地元はもとより全国各地で深刻な影響を及

ぼしている。牧之原市においても、基幹産業である茶葉から放射性物質が

検出され風評被害を含め甚大な被害を受けたところである。 

 本来、一度の間違いも許されない原子力発電であるにもかかわらず、こ

のような重大事故が発生した事実を鑑みれば、我々は、まず第一に市民の

生命・財産を守っていくことを考えなければならない。 

 そのためには、近い将来間違いなく起こるとされている東海地震の震源

域真上に立地している浜岡原子力発電所は、確実な安全・安心が将来にわ

たって担保されない限り、永久停止にすべきである。 

 以上、決議する。 
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